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申し込みはQRコード又は下記に必要事項をご記入の上、市役所農林課

までFAXまたはお電話にてお申込みください。

富良野市役所経済部農林課農業振興係 〒０７６-８５５５ 北海道富良野市弥生町１番１号
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富良野市農業

担い手育成機構HP
メイドイン
フラノHP

nourin-ka@city.furano.hokkaido.jp

ゼ　　ミ　　名 と  　き と こ ろ参加数

ふらの未来農業フォーラム
ふらの未来農業ゼミナール 参加申込書

お申し込み・お問い合わせ

「データと農業とジャガイモと

　　　　　　　　　～データ駆動型農業のススメ～」

第１部　セミナー 「パートさんを増やし定着率をアップする方法」

第２部　対 　 談 「視点を変えることで働き手が倍増」

「地域の将来を見据えた横田農場のチャレンジ

　　　　　　～168ha 田植え機・収穫機1台の水稲経営～」

「デジタルで変わる稼げる農業・活きる農村」

セミナー　「北海道におけるスマート農業の推進について」

ふらの未来農業フォーラム　～ふらの農業DX～

ふらの未来農業ゼミナール　～経営力・技術力の向上ゼミ～

ふらの未来農業ゼミナール　～人間力の向上ゼミ～

6次産業化セミナー

ふらの未来農業展示会　～農業IT展～

人

人

人

人

人

人

人

人

※定員になり次第締め切り

富良野市主催 富良野広域圏通年雇用促進協議会共催 JAふらの協力 後援 スマート農業共同体（SAC）

ふらの未来農業ゼミナールふらの未来農業ゼミナール

ふらの未来農業資材展ふらの未来農業資材展 6次産業化セミナー6次産業化セミナー

11 13：30－15：40

富良野市複合庁舎1階 大会議室A・B

11/ 金

経営力・技術力の向上ゼミ

経 営 力 人 間 力技 術 力

富 良 野 農 業 3 つ の 農 力 向 上富 良 野 農 業 3 つ の 農 力 向 上

参 加
無 料
詳細は中面

11 13：30－15：30

富良野市複合庁舎1階 大会議室A・B

18/ 金

人間力の向上ゼミ

11 11：00－16：00

フラノマルシェ２　タマリーバ

25/ 金

農 業 I T 展

12 13：30－15：30

コンシェルジュフラノ２F　大ホール

6/ 火
11 13：30－15：3017/ 木

EXPO2022は「新北海道スタイル」を実践します。
当日、37.5℃以上の熱のある方はご来場をお控えください。 また、マスク着用にご協力ください。

※状況により内容を変更する可能性があります。

11/11㈮
13：30ー15：40

11/18㈮
13：30ー15：30

11/17㈭
13：30ー15：30

11/25㈮
11：00ー16：00

11/25㈮
11：20ー12：20

12 /6 ㈫
13：30ー15：30

「農の共感力を生み出そう！

　　　　　　　　　～商品・サービスを作り出すための視点と考え方～」

特別セミナー 「データ活用についての講演」

「6次産業化で豊かな農業者になる！

 〜経営の視点から６次産業化成功・失敗のポイントをひもとく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やればできる！・・・かな？～」

11/10㈭
13：30ー15：40

ふらの未来農業フォーラム ～ふらの農業DX～ふらの未来農業フォーラム ～ふらの農業DX～

こちらから
申込みできます

11
13：30－15：40

富良野市複合庁舎1階

大会議室10/ 木

デジタルで変わる稼げる農業・活きる農村

EXPO2022
令 和 ４ 年 度 信 頼 さ れ る 産 地 づ く り 支 援 事 業

ふ ら の 未 来 農 業

富 良 野 市

複合庁舎1階

大 会 議 室

富 良 野 市

複合庁舎1階

大会議室A・B

コンシェルジュ

フ ラ ノ ２ F

大 ホ ー ル

フラノマルシェ２

タ マ リ ー バ

６次産業化で豊かな農業者になる！



三輪　泰史 氏
広島県福山市出身。東京大学農学部国際開発農学専修卒業、東京大学大学院農学生命科学研究科農学国
際専攻修士課程修了後、株式会社日本総合研究所に入社。農林水産省の食料・農業・農村政策審議会委員
（同審議会畜産部会長、甘味資源部会長、企画部会長代理、農村振興整備部会委員）、農村DX構想検討会
座長、食料安全保障アドバイザリーボード委員、農研機構アドバイザリーボード委員長、内閣府・戦略的イノ
ベーション創造プログラム（SIP）農業分野第1期サブプログラムディレクター、高知県IoP推進機構理事、官
民ファンド社外取締役などの公的委員を歴任。

●スマート農業と農業DXの違いを知りたい

●肥料高騰などイマの情勢を知りたい

●これからの技術について学びたい

ところ 富良野市複合庁舎1階　大会議室

～ふらの農業DX～

ふらの未来農業フォーラム

「デジタルで変わる稼げる農業・活きる農村」

セミナー「北海道における
　　　スマート農業の推進について」

こんな方に
オススメ

【講 師】 株式会社日本総合研究所　創発戦略センターエクスパート

前野　宏之 氏
平成 ２年 6月　日高支庁農務課　採用
平成30年 ４月　十勝総合振興局　農務課長に着任
令和 ２年 ４月　道農政部生産振興局技術普及課に勤務

【講 師】 北海道農政部生産振興局技術普及課調整係
主幹（スマート農業担当）

経 営 力 人 間 力技 術 力

富 良 野 農 業 3 つ の 農 力 向 上富 良 野 農 業 3 つ の 農 力 向 上11
13：30－15：40

10/ 木

農業DXとは何か。農林水産省は令和３年に農業DX構想検討会を発足し、農業DX構想をとりまとめ

ました。デジタル技術活用の現状、新型コロナや世界情勢が農業に与えた影響とそれを解決するた

めの道具として、どういった技術が開発されているかを学び農業の将来を見据えます。

【講 師】 有限会社横田農場　代表取締役　横田　修一 氏
茨城大学農学部生物生産学科卒（平成10年）
㈲横田農場　入社（平成10年）
㈲横田農場　代表取締役就任(平成20年)
農林水産祭　天皇杯受賞（平成25年）
公職：農林水産省　食料・農業・農村政策審議会　農業農村振興整備部会臨時委員
　　 全国稲作経営者会議青年部顧問
　　 農研機構WAGRIアドバイザリーボード
　　 茨城大学農学部アドバイザリーボード など

岡田　昌宏 氏

ところ フラノマルシェ２　タマリーバ

～農業IT展～

ふらの未来農業展示会11
１１：００～１６：００

25/ 金

ところ 富良野市複合庁舎1階　大会議室A・B

～経営力・技術力の向上ゼミ～

ふらの未来農業ゼミナール

地域の将来を見据えた横田農場のチャレンジ
　～168ha 田植え機・収穫機1台の水稲経営～」

11
13：30－15：40

11/ 金

●ほ場の効率的な管理を学びたい

●経営管理の参考を探している

●自分の経営にどの技術を導入するか悩んでいる

「データと農業とジャガイモと
　  ～データ駆動型農業のススメ～」

こんな方に
オススメ

スマート農業実証プロジェクトにも取り組んだ農業者を講師に迎え、自分に合った技術・地域に合っ

た技術は何なのか、そして将来の農業について現場目線で語ります。

伊藤　 新 氏
1968年岩見沢市生まれ。平成4年(株)北海道アルバイト情報社に入社。
2009年に「いいね！農style」プロジェクトを立ち上げ、フリーペーパーの発行や新規就農相談
会などの様々なイベントを実施。ホクレンが発行した「パート採用」「社員採用」「農福連携」ガイド
ブック三部作の企画・制作やJAグループ北海道の農業系求人サイトの立ち上げを担当。農業分
野をはじめ、様々な企業へ向けた「採用セミナー」「働き方改革セミナー」の講師も務めている。

●働きやすい環境について参考がほしい

●農作業ヘルパー、パートさんを雇用している

●一緒に働く人とコミュニケーションを深めたい

ところ 富良野市複合庁舎1階　大会議室A・B

～人間力の向上ゼミ～

ふらの未来農業ゼミナール

働き手を確保するために、今からできること

セミナー 「パートさんを増やし定着率をアップする方法」

こんな方に
オススメ

【講 師】 ㈱北海道アルバイト情報社 人材開発・企画室マネージャー
北海道農業経営相談所 専門家（採用分野）

江面  暁人 氏
2012年に農業に新規参入。現在は42haの畑作経営、作物のネット販売、農家民宿「えづら
ファーム」の経営、農業体験・住み込みボランティアの受け入れ、農作業を通じた企業研修の
受け入れ事業、収穫レストラン「TORETATTE」の運営などを行い「人の集まる農業」を目指
す。農家民宿は年間延べ500名、住み込みボランティアは年間60名程を集め、地域人口を越
えた交流人口を生み出すことに成功している。

江面ファーム

伊藤　 新 氏㈱北海道アルバイト情報社 人材開発・企画室マネージャー
北海道農業経営相談所 専門家（採用分野）

11
13：30－15：30

18/ 金

人を受入れるために必要なことについて、前半はふらの版パートさん・外国人受入ガイドブックを参考とした

講演、後半は多様な人を受入れている農業者を交えたトークセッションで学びます。

第１部

対談 「視点を変えることで働き手が倍増」第２部

萬谷 利久子 氏
2012年より農林水産省事業の北海道６次産業化プランナーとして生産者の商品開発、マーケ
ティング、飲食事業をサポートしている。
2019年より中小機構北海道本部北海道食品産業協議会アドバイザー。
野菜ソムリエ上級Pro。食と農業分野における観光などの地域振興に携わる。

2021年度 農林水産省 農業支援サービス（データ分析）事例企業。農業のデータ活用基盤「RightARM」や、自治体
向け営農マニュアルのデジタル化サービス「RightARM for EX」を提供している。JAグループ（農林中金イノベー
ションファンド）・Future Food Fund（オイシックス・ラ・大地など）・地銀各行が出資した。内閣官房のデジタル田園
都市国家構想実現会議事務局 有識者委員、農研機構のWAGRIや農機APIプロジェクトの評価委員を務めている。
JA全中 JA営農指導員研修講師、農林水産省 農政企画・技術普及研修講師、ソフトバンクアカデミア外部生、グ
ロービス経営大学院卒（MBA）。

ところ コンシェルジュ フラノ ２F大ホール

6次産業化セミナー

「農の共感力を生み出そう！
 ～商品・サービスを作り出すための視点と考え方～」

特別セミナー「データ活用についての講演」
（11：20〜12：20）

【講 師】 北海道６次産業化プランナー

生駒　祐一 氏【講 師】 テラスマイル株式会社　代表取締役

11
13：30－15：30

17/ 木

ものを作る前に、ものを売る前に、どうやって発想していくと届けたい人に

ひびくのかを考えます。

細田　行洋 氏
企業診断士/1級販売士/知的財産管理技能士2級

更別村出身。帯広畜産大学を卒業後、キリンビールのグループ会社に入社。2009年に就農およ
び帯広畜産大学大学院に入学。大学院 在学中、北海道農業研究センターにて、最先端農業現場
に携わった後、更別プリディクションを創業し、企業・大学とスマート農業の実証・研究を行いな
がら、農家が儲かるためのシステム「AgZeni」を開発 

【講 師】 あすなろ企画 代表
中小企業診断士

経営者として農業経営に必要な２つの側面、数値（豊かな基準とはなにか）と

非数値面（小規模事業者のブランドづくり）を中心にします。新しいLFP（ロー

カルフードプロジェクト）についても触れる予定です。

《後援》 スマート農業共同体（SAC）

「６次産業化で豊かな農業者になる！
 ～経営の視点から６次産業化成功・失敗の
   ポイントをひもとく やればできる！・・・かな？～」

《共催》 富良野広域圏通年雇用促進協議会

12
13：30－15：30

6/ 火

【講 師】 更別プリディクション株式会社 代表取締役
岡田農場

１５：４０～ 20×2社 〈事前予約制（電話 0167-39-2312）〉
富良野広域通年雇用促進協議会

●機械等の導入で得られたデータを有効活用したい

●農業で使える便利なツールを知りたい
こんな方にオススメ

個別相談

１５：４０～ 20×2社 〈事前予約制（電話 0167-39-2312）〉
富良野広域通年雇用促進協議会

個別相談

ところ コンシェルジュ フラノ ２F大ホール

6次産業化セミナー

農業用アプリや便利なシステムが開発され、農地から離れたところでも様々な管理ができるように

なっています。また、技術や労務管理などをデータ化して蓄積することで次に繋がる情報の活用方法

を提示します。

ふらの
未 来
農 業

▶出店予定企業

 サングリン・ウォーターセル・日本農薬・スカイマティクス×日産化学・国際航業 ほか

 （※予告なく出店企業数が変更することがあります。市ホームページをご確認ください。）　
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